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(57)【要約】
【課題】読取原稿に記載のオブジェクトの拡大および縮
小を行わない場合において、印刷に用いる用紙のサイズ
が読取原稿のサイズと異なっていても、読取原稿に記載
のオブジェクトの全てを用紙に印刷する。
【解決手段】画像形成装置は、印刷部と、読取部と、制
御部と、を備え、原稿データを拡大および縮小せずに、
読取原稿とはサイズが異なる用紙に対する印刷を印刷部
に行わせるとき、制御部は、原稿データに存在する複数
のオブジェクトを認識し、複数のオブジェクトの原稿デ
ータ内での並び順を認識し、原稿データから複数のオブ
ジェクトを個別に抽出し、出力データとして、複数のオ
ブジェクトの全てを拡大および縮小することなく１また
は複数のページに原稿データ内での並び順の順番に基づ
き配置したデータを生成する。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷を行う印刷部と、
　原稿を読み取る読取部と、
　前記原稿の読み取りで得られた原稿データに基づき印刷用の出力データを生成し、前記
出力データに基づく印刷を前記印刷部に行わせる制御部と、を備え、
　前記原稿データを拡大および縮小せずに、前記読取部が読み取った読取原稿とはサイズ
が異なる用紙に対する前記印刷を前記印刷部に行わせるとき、前記制御部は、
　　前記原稿データに存在する複数のオブジェクトを認識し、
　　複数の前記オブジェクトの前記原稿データ内での並び順を認識し、
　　前記原稿データから複数の前記オブジェクトを個別に抽出し、
　　前記出力データとして、複数の前記オブジェクトの全てを拡大および縮小することな
く１または複数のページに前記原稿データ内での前記並び順の順番に基づき配置したデー
タを生成することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記原稿データの同一ページに存在する複数の前記オブジェクトのうち前記出力データ
の同一ページに配置できない範囲外オブジェクトが存在する場合、前記制御部は、前記出
力データに新たに追加したページに前記範囲外オブジェクトを配置することを特徴とする
請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記原稿データの第１ページに存在する前記オブジェクトを配置した前記出力データの
ページに他の前記オブジェクトを配置するスペースが残っている場合、前記制御部は、前
記原稿データの前記第１ページの次ページである第２ページに存在する前記オブジェクト
を前記スペースに配置することを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記原稿データに存在する複数の単語の画像をそれぞれ前記オブジェク
トとして認識し、前記出力データのページに複数の前記単語を前記原稿データ内での前記
並び順の順番に基づき配置し、
　前記制御部は、第１単語および前記第１単語よりも前記原稿データ内での前記並び順が
１つ後の第２単語を前記出力データのページに配置する場合において、前記第１単語の行
方向の後に前記第２単語の配置スペースが無いとき、前記第１単語を含む行の次行の先頭
に前記第２単語を配置することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像形
成装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記原稿データに図の画像が存在する場合、前記図の画像を前記オブジ
ェクトとして認識することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像形成装
置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記読取原稿の空白行に対応する空白領域が前記原稿データに存在する
場合、前記出力データのページのうち前記原稿データの空白領域に対応する位置に空白領
域を挿入することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　ユーザー指定の行数を受け付ける操作パネルを備え、
　前記操作パネルが行数の指定を受け付けた場合、前記制御部は
　　指定された指定行数を認識し、
　　前記読取原稿の１行目を開始行に設定し、
　　前記読取原稿の前記開始行に対応する前記原稿データ内の領域から、前記読取原稿の
前記開始行から前記指定行数分だけ進んだ行である終了行に対応する前記原稿データ内の
領域までの前記オブジェクを前記出力データのページに配置した後、前記出力データのペ
ージに未だ配置していない前記オブジェクトである未配置オブジェクトが前記原稿データ
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に残っていれば、前記読取原稿の現在の前記終了行の次行を新たな前記開始行に設定し、
　　前記出力データに新たなページを追加し、
　　前記読取原稿の新たな前記開始行に対応する前記原稿データ内の領域から、前記読取
原稿の新たな前記開始行から前記指定行数分だけ進んだ行である新たな前記終了行に対応
する前記原稿データ内の領域までの前記オブジェクトを前記出力データに新たに追加した
ページに配置することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿の読み取りで得られた原稿データに基づき印刷を行う画像形成装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の画像形成装置は、余白詰めを行うことが可能に構成される。特許文献１で
は、或るページに余白が存在する場合、当該ページの次ページの上部を当該ページに詰め
る処理が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２０３７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　コピー機能を有する画像形成装置は、原稿を読み取り、原稿の読み取りで得られた原稿
データに基づく画像を用紙に印刷するコピージョブを実行する。コピージョブでは、読取
原稿とはサイズが異なる用紙が用いられる場合がある。
【０００５】
　ここで、ユーザーによっては、印刷に用いる用紙のサイズが読取原稿のサイズと異なる
場合であっても、読取原稿に記載のオブジェクト（単語および図など）を拡大および縮小
することなく用紙に印刷したい場合がある。
【０００６】
　しかし、読取原稿に記載のオブジェクトの拡大および縮小を行わない場合において、印
刷に用いる用紙が読取原稿よりも小さいサイズであれば、読取原稿に記載のオブジェクト
の一部が用紙に印刷されずに切り捨てられるという不都合が生じ得る。特許文献１では、
余白を詰めることはできるが、上記不都合を解消することはできない。
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、読取原稿に記載のオブジェ
クトの拡大および縮小を行わない場合において、印刷に用いる用紙のサイズが読取原稿の
サイズと異なっていても、読取原稿に記載のオブジェクトの全てを用紙に印刷することが
可能な画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一局面による画像形成装置は、印刷を行う印刷部
と、原稿を読み取る読取部と、原稿の読み取りで得られた原稿データに基づき印刷用の出
力データを生成し、出力データに基づく印刷を印刷部に行わせる制御部と、を備える。原
稿データを拡大および縮小せずに、読取部が読み取った読取原稿とはサイズが異なる用紙
に対する印刷を印刷部に行わせるとき、制御部は、原稿データに存在する複数のオブジェ
クトを認識し、複数のオブジェクトの原稿データ内での並び順を認識し、原稿データから
複数のオブジェクトを個別に抽出し、出力データとして、複数のオブジェクトの全てを拡
大および縮小することなく１または複数のページに原稿データ内での並び順の順番に基づ
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き配置したデータを生成する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の構成では、読取原稿に記載のオブジェクトの拡大および縮小を行わない場合に
おいて、印刷に用いる用紙のサイズが読取原稿のサイズと異なっていても、読取原稿に記
載のオブジェクトの全てを用紙に印刷することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による複合機の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による複合機の構成を示す概略図である。
【図３】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示するコピー画面を示す図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示する用紙選択画面を示す図
である。
【図５】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示する拡大縮小画面を示す図
である。
【図６】本発明の一実施形態による複合機で行われるコピージョブについて説明するため
の図である。
【図７】本発明の一実施形態による複合機で行われるコピージョブについて説明するため
の図である。
【図８】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示するモード選択画面を示す
図である。
【図９】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示する行数設定画面を示す図
である。
【図１０】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（第１モードのときに行
う処理）の流れを示すフローチャートである。
【図１１】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（第１モードのときに行
う処理）の流れを示すフローチャートである。
【図１２】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（複数のオブジェクトの
原稿データ内での並び順を認識する処理）について説明するための図である。
【図１３】本発明の一実施形態による複合機の読取部による原稿の読み取りで得られた原
稿データを示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態による複合機が第１モードでコピージョブを実行する場合
に生成される出力データを示す図である。
【図１５】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（出力データのページに
オブジェクトを配置する処理）について説明するための図である。
【図１６】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（出力データのページに
オブジェクトを配置する処理）について説明するための図である。
【図１７】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（第２モードのときに行
う処理）の流れを示すフローチャートである。
【図１８】本発明の一実施形態による複合機の制御部が行う処理（第２モードのときに行
う処理）の流れを示すフローチャートである。
【図１９】本発明の一実施形態による複合機の読取部による原稿の読み取りで得られた原
稿データを示す図である。
【図２０】本発明の一実施形態による複合機が第２モードでコピージョブを実行する場合
に生成される出力データを示す図である。
【図２１】本発明の一実施形態による複合機の操作パネルが表示するジョブ画面を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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＜複合機の構成＞
　図１に示すように、複合機１（「画像形成装置」に相当）は、制御部１１および記憶部
１２を備える。制御部１１は、ＣＰＵを含む。制御部１１は、複合機１を制御する。記憶
部１２は、ＲＯＭ、ＲＡＭおよびＨＤＤなどの記憶デバイスを含む。記憶部１２は、制御
部１１に接続される。制御部１１は、記憶部１２への情報の書き込みおよび記憶部１２か
らの情報の読み出しを行う。また、制御部１１は、ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｐｔｉｃ
ａｌ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）処理を行う。
【００１２】
　複合機１は、読取部１３および印刷部１４を備える。制御部１１は、読取部１３の読取
動作を制御する。また、制御部１１は、印刷部１４の印刷動作を制御する。読取部１３お
よび印刷部１４の概略図を図２に示す。
【００１３】
　読取部１３は、原稿Ｄを光学的に読み取る。読取部１３は、光源１３１およびイメージ
センサー１３２を備える。光源１３１は、原稿Ｄに光を照射する。イメージセンサー１３
２は、原稿Ｄで反射された反射光を受光し光電変換する。光源１３１およびイメージセン
サー１３２は、読取部１３の筐体の内部に設置される。
【００１４】
　読取部１３の筐体の上面には、コンタクトガラスＧ１およびＧ２が取り付けられる。コ
ンタクトガラスＧ１は、搬送読取モードでの読取時に使用される。コンタクトガラスＧ１
上の位置ＲＰが搬送読取モードでの読取位置となる。コンタクトガラスＧ２は、載置読取
モードでの読取時に使用される。
【００１５】
　また、読取部１３は、原稿搬送ユニット１３３を備える。原稿搬送ユニット１３３は、
読取部１３の筐体に対して回動可能に取り付けられる。原稿搬送ユニット１３３は、原稿
Ｄを読取位置ＲＰ（コンタクトガラスＧ１上の位置）に搬送する。
【００１６】
　搬送読取モードでは、原稿搬送ユニット１３３に原稿Ｄがセットされる。原稿搬送ユニ
ット１３３は、セットされた原稿Ｄを搬送する。搬送中の原稿Ｄは、読取位置ＲＰを通過
する。読取部１３は、読取位置ＲＰを通過する原稿Ｄを読み取る。
【００１７】
　載置読取モードでは、コンタクトガラスＧ２に原稿Ｄがセットされる。読取部１３は、
コンタクトガラスＧ２にセットされた原稿Ｄを読み取る。
【００１８】
　印刷部１４は、用紙搬送路（図２では、破線で示す）に沿って用紙Ｐを搬送し、印刷す
べき画像を形成する。そして、印刷部１４は、搬送中の用紙Ｐに画像を印刷する。実行ジ
ョブがコピージョブである場合、印刷部１４は、読取部１３による原稿Ｄの読み取りで得
られた原稿データ（原稿Ｄの画像データ）に基づく画像を用紙Ｐに印刷する。
【００１９】
　印刷部１４は、給紙ローラー１４１を備える。給紙ローラー１４１は、用紙カセットＣ
Ａに収容された用紙Ｐに当接し、その状態で回転することにより、用紙カセットＣＡから
用紙搬送路に用紙Ｐを給紙する。
【００２０】
　印刷部１４は、転写ローラー対１４２を備える。転写ローラー対１４２は、感光体ドラ
ムおよび転写ローラーを含む。感光体ドラムは、その周面上にトナー像を担持する。転写
ローラーは、感光体ドラムに圧接し、感光体ドラムとの間で転写ニップを形成する。転写
ローラー対１４２は、回転することにより、転写ニップに進入した用紙Ｐを搬送しつつ、
用紙Ｐにトナー像を転写する。
【００２１】
　図示しないが、印刷部１４は、帯電装置、露光装置および現像装置をさらに備える。帯
電装置は、感光体ドラムの周面を帯電させる。露光装置は、感光体ドラムの周面上に静電
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潜像を形成する。現像装置は、感光体ドラムの周面上の静電潜像をトナー像に現像する。
【００２２】
　印刷部１４は、定着ローラー対１４３を備える。定着ローラー対１４３は、加熱ローラ
ーおよび加圧ローラーを含む。加熱ローラーは、ヒーター（図示せず）を内蔵する。加圧
ローラーは、加熱ローラーに圧接し、加熱ローラーとの間で定着ニップを形成する。定着
ローラー対１４３は、回転することにより、定着ニップに進入した用紙Ｐを搬送しつつ、
用紙Ｐに転写されたトナー像を用紙Ｐに定着させる。定着ニップを抜けた用紙Ｐは排出ト
レイＥＴに排出される。
【００２３】
　図１に戻り、複合機１は、操作パネル１５を備える。操作パネル１５は、タッチスクリ
ーンを含む。タッチスクリーンは、画面を表示する。また、タッチスクリーンは、ユーザ
ーからタッチ操作を受け付ける。操作パネル１５には、スタートボタンなど複数のハード
ウェアボタンが設けられる。スタートボタンは、ジョブの実行要求をユーザーから受け付
けるためのハードウェアボタンである。
【００２４】
　操作パネル１５は、制御部１１に接続される。制御部１１は、操作パネル１５の表示動
作を制御する。また、制御部１１は、操作パネル１５に対して行われた操作を検知する。
制御部１１は、複合機１（原稿搬送ユニット１３３またはコンタクトガラスＧ２）に原稿
Ｄがセットされた状態で、操作パネル１５のスタートボタンに対する操作を検知すると、
コピージョブの実行要求を受け付けたと判断する。
【００２５】
　コピージョブの実行要求を受け付けた場合、制御部１１は、原稿Ｄの読み取りを読取部
１３に行わせる。原稿Ｄの読み取りが行われると、制御部１１は、原稿Ｄの読み取りで得
られた原稿データを取得する。また、制御部１１は、原稿データに基づき印刷用の出力デ
ータを生成する。そして、制御部１１は、出力データに基づく印刷を印刷部１４に行わせ
る。
【００２６】
＜コピージョブの設定＞
　ユーザーは、コピージョブの実行を要求するとき、操作パネル１５を用いて、コピージ
ョブに関する設定を行う。操作パネル１５は、コピージョブの設定を受け付けるとき、図
３に示すようなコピー画面５１を表示する。コピー画面５１には、コピージョブに関する
複数の設定項目にそれぞれ対応する複数の項目ボタンが配される。
【００２７】
　コピー画面５１の複数の項目ボタンの中には、設定項目「用紙選択（Ｐａｐｅｒ　Ｓｅ
ｌｅｃｔｉｏｎ）」に対応する項目ボタンＢ１１がある。操作パネル１５は、項目ボタン
Ｂ１１に対するタッチ操作を受け付けると、図４に示すような用紙選択画面５２を表示す
る。
【００２８】
　用紙選択画面５２には、複数の用紙カセットＣＡにそれぞれ対応する複数の用紙選択ボ
タンＢ２１が配される。各用紙選択ボタンＢ２１の表示領域には、対応する用紙カセット
ＣＡに収容された用紙Ｐのサイズが表示される。用紙選択画面５２のいずれかの用紙選択
ボタンＢ２１をタッチする用紙選択操作を検知すると、制御部１１は、用紙選択操作でタ
ッチされた用紙選択ボタンＢ２１に対応する用紙カセットＣＡをコピージョブの給紙元に
設定する。コピージョブでは、給紙元に設定された用紙カセットＣＡの用紙Ｐが使用され
る。図４に示す例において、表示領域に「Ａ４」と表示された用紙選択ボタンＢ２１をタ
ッチすると、コピージョブではＡ４サイズの用紙Ｐが使用される。
【００２９】
　また、コピー画面５１（図３参照）には、設定項目「拡大縮小（Ｚｏｏｍ）」に対応す
る項目ボタンＢ１２がある。操作パネル１５は、項目ボタンＢ１２に対するタッチ操作を
受け付けると、図５に示すような拡大縮小画面５３を表示する。
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【００３０】
　拡大縮小画面５３には、複数の設定ボタンが配される。複数の設定ボタンの中には、表
示領域に「１００％」と表示された設定ボタンＢ３１がある。また、複数の設定ボタンの
中には、表示領域に「Ａｕｔｏ」と表示された設定ボタンＢ３２がある。
【００３１】
　設定ボタンＢ３１に対する操作を検知した場合、制御部１１は、設定項目「拡大縮小」
の設定値を「１００％」に設定する。詳細については後述する。
【００３２】
　一方で、設定ボタンＢ３２に対する操作を検知した場合、制御部１１は、設定項目「拡
大縮小」の設定値を「自動」に設定する。言い換えると、制御部１１は、用紙選択画面５
２で選択された用紙Ｐ（以下、ジョブ用紙Ｐと称する）のサイズに合わせて、自動的に、
読取部１３による読み取りで得られた原稿データを拡大または縮小する。
【００３３】
　たとえば、読取原稿Ｄのサイズがリーガルサイズであり、ジョブ用紙ＰのサイズがＡ４
サイズであったとする。この場合、原稿データが縮小される。このため、図６に示すよう
に、用紙Ｐに印刷されるオブジェクト（図６に示す例では、オブジェクトはアルファベッ
トの単語である）のサイズが原稿Ｄに記載のオブジェクトのサイズより小さくなる。図６
に示す例では、単語が読み難くなるという不都合が生じる。
【００３４】
　また、読取原稿ＤのサイズがＡ４サイズであり、ジョブ用紙Ｐのサイズがリーガルサイ
ズであったとする。この場合、原稿データが拡大される。このため、図７に示すように、
用紙Ｐに印刷されるオブジェクト（図７に示す例では、オブジェクトはアルファベットの
単語である）のサイズが原稿Ｄに記載のオブジェクトよりも大きくなる。図７に示す例で
は、単語が読み難くなるという不都合は生じない。しかし、用紙Ｐに大きな空白領域（無
駄な領域）が出現する。
【００３５】
　本実施形態では、上記不都合の発生を抑制するため、コピージョブのモードとして、デ
フォルトモードに加え、再編成モードが準備される。再編成モードでコピージョブを実行
することにより、上記不都合の発生を抑制することができる。
【００３６】
＜コピージョブのモード＞
　操作パネル１５は、拡大縮小画面５３の設定ボタンＢ３１（図５参照）に対するタッチ
操作を受け付けると、図８に示すようなモード選択画面５４を表示する。モード選択画面
５４は、デフォルトモードおよび再編成モードのいずれでコピージョブを実行するかの選
択をユーザーから受け付ける画面である。
【００３７】
　モード選択画面５４には、選択ボタンＢ４１（表示領域に「Ｄｅｆａｕｌｔ」と表示さ
れたソフトウェアボタン）および選択ボタンＢ４２（表示領域に「Ｎｏ．ｌｉｎｅｓ／ｐ
ａｇｅ」と表示されたソフトウェアボタン）が配される。選択ボタンＢ４１は、デフォル
トモードに対応する。選択ボタンＢ４２は、再編成モードに対応する。
【００３８】
　デフォルトモードが選択されると、制御部１１は、コピージョブをデフォルトモードで
実行する。この場合、制御部１１は、後述する図１０～図１１に示すフローに沿った処理
および図１７～図１８に示すフローに沿った処理を行わずに、読取部１３による読み取り
で得られた原稿データに基づき印刷用の出力データを生成する。そして、制御部１１は、
出力データに基づく印刷を印刷部１４に行わせる。
【００３９】
　コピージョブのモードがデフォルトモードである場合、たとえば、読取原稿Ｄのサイズ
がリーガルサイズであり、ジョブ用紙Ｐがリーガルサイズよりも小さいＡ４サイズであれ
ば、読取原稿Ｄに記載の一部のオブジェクトが用紙Ｐに印刷されないという不都合が生じ
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得る。また、読取原稿ＤのサイズがＡ４サイズであり、ジョブ用紙ＰがＡ４サイズよりも
大きいリーガルサイズであれば、図７に示した例と同様、用紙Ｐに大きな空白領域（無駄
な領域）が出現し得る。
【００４０】
　そこで、コピージョブのモードには再編成モードがある。操作パネル１５は、モード選
択画面５４の選択ボタンＢ４２（図８参照）に対するタッチ操作を受け付けると、図９に
示すような行数設定画面５５を表示する。行数設定画面５５は、ユーザー指定の行数を受
け付ける画面である。
【００４１】
　行数設定画面５５には、プラスボタンＢ５１およびマイナスボタンＢ５２が配される。
プラスボタンＢ５１を１回タッチするごとに、入力欄Ｃ５０の数値が１ずつ増加し、マイ
ナスボタンＢ５２を１回タッチするごとに、入力欄Ｃ５０の数値が１ずつ減少する。たと
えば、入力欄Ｃ５０の数値の初期値は０である。
【００４２】
　ここで、再編成モードには、第１モードと第２モードとがある。
【００４３】
　入力欄Ｃ５０に数値「０」が入力された状態でＯＫボタンに対する操作を検知すると、
制御部１１は、コピージョブのモードを第１モードに設定する。そして、制御部１１は、
印刷用の出力データを第１モードで生成する。
【００４４】
　入力欄Ｃ５０に所定値（所定値は１以上の整数値である）以上の数値が入力された状態
でＯＫボタに対する操作を検知すると、制御部１１は、コピージョブのモードを第２モー
ドに設定する。そして、制御部１１は、印刷用の出力データを第２モードで生成する。
【００４５】
　以下に、コピージョブのモードが再編成モードである場合に制御部１１が行う処理の流
れについて詳細に説明する。
【００４６】
１．第１モード
　まず、図１０および図１１に示すフローチャートを参照し、コピージョブのモードが第
１モードである場合に制御部１１が行う処理について説明する。図１０および図１１に示
すフローのスタート時点では、コピージョブのモードが第１モードに設定されているとす
る。そして、図１０および図１１に示すフローは、複合機１に原稿Ｄがセットされた状態
で操作パネル１５のスタートボタンが操作されるとスタートする。
【００４７】
　ステップＳ１において、制御部１１は、読取部１３に原稿Ｄの読み取りを行わせる。そ
して、制御部１１は、読取部１３による原稿Ｄの読み取りで得られた原稿データを取得す
る。複数枚の原稿Ｄの読み取りが連続して行われた場合（たとえば、原稿搬送ユニット１
３３に複数枚の原稿Ｄがセットされていた場合）、制御部１１は、複数ページ分の原稿デ
ータを取得する。
【００４８】
　ステップＳ２において、制御部１１は、出力データのページを新規作成する。制御部１
１は、出力データの生成処理として、原稿データ内の複数のオブジェクトを配置したペー
ジのデータを生成する処理を行う。詳細は後述するが、制御部１１は、原稿データ内の複
数のオブジェクトを個別に抽出して出力データのページに配置する。場合によっては、出
力データに新たなページが追加される。
【００４９】
　ステップＳ３において、制御部１１は、出力データの１ページ目の１行目に対応する領
域を対象領域に設定する。以下の説明では、ページ内に対象領域が設定された出力データ
のページを対象ページと称する。
【００５０】
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　ステップＳ４において、制御部１１は、原稿データに対してＯＣＲ処理を行い、原稿デ
ータに存在する複数のオブジェクトを認識する。制御部１１は、原稿データに単語（１文
字のアルファベットからなる単語および複数文字のアルファベットからなる単語を含む）
の画像が存在する場合、単語の画像をオブジェクトと認識する。また、制御部１１は、原
稿データに図（図形および写真など）の画像が存在する場合、図の画像をオブジェクトと
認識する。たとえば、制御部１１は、単語の画像以外の画像（文字として認識しなかった
画像）を図の画像と認識する。
【００５１】
　ステップＳ５において、制御部１１は、原稿データに存在する複数のオブジェクトの原
稿データ内での行方向の並び順を認識する。たとえば、図１２上図に示すような原稿デー
タが生成されたとする。図１２上図に示す原稿データには、単語の画像および図の画像が
オブジェクトとして存在する。図１２上図では、便宜上、図の画像（オブジェクト）に符
号Ａを付す。この例では、図１２下図に示すように、「Ｔｈｉｓ」、「ｉｓ」、「ａ」、
「ｓａｍｐｌｅ」、「ｏｆ」、「ａ」、「ｍｕｌｔｉ－ｐａｇｅ」、「図Ａ」、「ｄｏｃ
ｕｍｅｎｔ」、「ｗｉｔｈ」、「ａｎ」および「ｉｍａｇｅ」の順で並んでいると認識さ
れる。
【００５２】
　ここで、制御部１１は、読取原稿Ｄの複数の行にそれぞれ対応する原稿データ内の複数
の領域を認識する。そして、制御部１１は、原稿データ内の複数の領域のそれぞれにいて
領域判断処理を行う。具体的には、制御部１１は、原稿データ内のＮ行目の領域がオブジ
ェクト領域であるか空白領域であるかを判断する。
【００５３】
　原稿データ内のＮ行目の領域にオブジェクトが存在する場合、制御部１１は、Ｎ行目の
領域がオブジェクト領域であると判断する。読取原稿ＤのＮ行目に単語および図などが記
載されている場合、原稿データ内のＮ行目の領域がオブジェクト領域であると判断される
。また、原稿データ内のＮ行目の領域がオブジェクト領域であれば、制御部１１は、オブ
ジェクト領域が単語を含むテキスト領域であるか図を含むイメージ領域であるかを判断す
る。
【００５４】
　原稿データ内のＮ行目の領域にオブジェクトが存在しない場合、すなわち、空白である
場合、制御部１１は、Ｎ行目の領域が空白領域であると判断する。原稿ＤのＮ行目が空白
行（単語および図などが記載されていない行）であれば、原稿データ内のＮ行目の領域が
空白領域であると判断される。
【００５５】
　図１０に戻り、ステップＳ６において、制御部１１は、原稿データのうち原稿ＤのＮ行
目に対応する領域を着目すべき領域（以下、原稿着目領域と称する）として設定する。制
御部１１は、まず、原稿データのうち原稿Ｄの１行目に対応する領域を原稿着目領域に設
定する（Ｎ＝１とする）。その後、ステップＳ６の処理を再度行うとき、制御部１１は、
原稿データ内の２行目に対応する領域を原稿着目領域に設定する（Ｎ＝２とする）。制御
部１１は、ステップＳ６の処理を行うとき、その都度、Ｎの値をカウントアップする。
【００５６】
　ステップＳ７において、制御部１１は、原稿着目領域が空白領域であるか否かを判断す
る。原稿着目領域が空白領域であると制御部１１が判断した場合には、ステップＳ８に移
行する。ステップＳ８に移行すると、制御部１１は、出力データの対象ページのうち対象
領域に空白領域（空白行）を挿入する。すなわち、制御部１１は、出力データのページの
うち原稿データの空白領域に対応する位置に空白領域を挿入する。
【００５７】
　なお、後述するステップＳ１５またはＳ２０からステップＳ６およびＳ７を経てステッ
プＳ８に移行したとき、その時点では、出力データの対象ページのうち単語が配置された
領域が対象領域となっている。この場合、制御部１１は、後述するステップＳ９の処理を
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行い、ステップＳ１０またはＳ１１の処理を行ってから、ステップＳ８の処理を行う。
【００５８】
　ステップＳ８の処理後、ステップＳ９において、制御部１１は、出力データの対象ペー
ジの中に対象領域として利用できる領域（オブジェクトを配置できる領域）が有るか否か
を判断する。言い換えると、制御部１１は、出力データの対象ページの中に未だ対象領域
として設定していない領域が有るか否かを判断する。さらに言い換えると、制御部１１は
、出力データの対象ページの中で改行可能か否かを判断する。出力データの対象ページの
中に対象領域として利用できる領域が有ると制御部１１が判断した場合には、ステップＳ
１０に移行する。出力データの対象ページの中に対象領域として利用できる領域が無いと
制御部１１が判断した場合には、ステップＳ１１に移行する。
【００５９】
　ステップＳ１０に移行した場合、制御部１１は、出力データの現在の対象ページの中に
新たな対象領域を設定する。たとえば、対象ページのうち１行目に対応する領域が対象領
域に設定されている状態でステップＳ９に移行すると、ステップＳ９で「Ｙｅｓ」と判断
され、ステップＳ１０に移行する。この場合、対象ページのうち２行目（現在の対象領域
に対応する行の次行）に対応する領域が新たな対象領域に設定される。
【００６０】
　ステップＳ１１に移行した場合、制御部１１は、出力データのページを追加的に作成す
る。すなわち、制御部１１は、出力データに新たなページを追加する。そして、制御部１
１は、出力データに追加した新たなページの１行目に対応する領域を新たな対象領域に設
定する。すなわち、出力データのうち新たに追加されたページが対象ページとなる。
【００６１】
　ステップＳ７において、原稿着目領域が空白領域ではない（オブジェクト領域である）
と制御部１１が判断した場合には、ステップＳ１２に移行する。ステップＳ１２に移行す
ると、制御部１１は、原稿着目領域がテキスト領域であるか否かを判断する。
【００６２】
　ステップＳ１２において、原稿着目領域がテキスト領域であると制御部１１が判断した
場合には、ステップＳ１３に移行する。ステップＳ１３に移行すると、制御部１１は、原
稿着目領域に存在する全ての単語（オブジェクト）を個別に抽出する。また、ステップＳ
１４において、制御部１１は、原稿着目領域から抽出した全ての単語を原稿データ内での
並び順（ステップＳ５の処理で認識した並び順）の順番で対象領域に配置できるか否かを
判断する。全ての単語を配置できると制御部１１が判断した場合には、ステップＳ１５に
移行する。全ての単語を配置できないと制御部１１が判断した場合には、ステップＳ１６
に移行する。
【００６３】
　ステップＳ１５に移行した場合、制御部１１は、原稿着目領域から抽出した全ての単語
を原稿データ内での並び順の順番で対象領域に配置する。
【００６４】
　ステップＳ１６に移行した場合、制御部１１は、対象領域に配置可能な１または複数の
単語のみを原稿データ内での並び順の順番で対象領域に配置する。そして、ステップＳ１
７に移行する。
【００６５】
　なお、ステップＳ１７～Ｓ１９の各処理は、ステップＳ９～Ｓ１１の各処理と同じであ
る。このため、ステップＳ１７～Ｓ１９の各処理の詳細な説明については、ステップＳ９
～Ｓ１１の各処理の説明を援用するものとして省略する。ステップＳ１８およびＳ１９の
各処理後、ステップＳ２０に移行する。
【００６６】
　ステップＳ２０に移行すると、制御部１１は、残りの単語（ステップＳ１６の処理で対
象領域に配置しなかった単語）を原稿データ内での並び順の順番で新たな対象領域に配置
する。
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【００６７】
　ステップＳ１２において、原稿着目領域がテキスト領域ではない（イメージ領域である
）と制御部１１が判断した場合には、ステップＳ２１に移行する。ステップＳ２１に移行
すると、制御部１１は、原稿着目領域に存在する図（オブジェクト）を抽出する。また、
ステップＳ２２において、制御部１１は、出力データの対象ページに原稿着目領域から抽
出した抽出図を配置できるか否かを判断する。言い換えると、制御部１１は、出力データ
の対象ページ（既存のページ）に抽出図を配置する領域が残っているか否かを判断する。
【００６８】
　ステップＳ２２において、対象ページ（既存のページ）に抽出図を配置できると制御部
１１が判断した場合には、ステップＳ２３に移行する。対象ページに抽出図を配置できな
いと制御部１１が判断した場合には、ステップＳ２４に移行する。
【００６９】
　ステップＳ２３に移した場合、制御部１１は、対象領域のサイズを抽出図のサイズに合
わせる。そして、制御部１１は、対象ページ（既存のページ）の対象領域に抽出図を配置
する。
【００７０】
　ステップＳ２４に移行した場合、制御部１１は、出力データのページを追加的に作成す
る。すなわち、制御部１１は、出力データに新たなページを追加する。そして、制御部１
１は、出力ページに追加した新たなページに対象領域を設定し、当該対象領域に抽出図を
配置する。このとき、制御部１１は、対象領域のサイズを抽出図のサイズに合わせる。
【００７１】
　ステップＳ２３およびＳ２４の各処理後、ステップＳ２５に移行する。なお、ステップ
Ｓ２５～Ｓ２７の各処理は、ステップＳ９～Ｓ１１の各処理と同じである。このため、ス
テップＳ２５～Ｓ２７の各処理の詳細な説明については、ステップＳ９～Ｓ１１の各処理
の説明を援用するものとして省略する。
【００７２】
　ステップＳ１０、Ｓ１１、Ｓ１５、Ｓ２０、Ｓ２６およびＳ２７の処理後、ステップＳ
２８に移行する。ステップＳ２８に移行すると、制御部１１は、出力データのページに未
だ配置していないオブジェクトである未配置オブジェクトが原稿データに残っているか否
かを判断する。未配置オブジェクトが残っていると制御部１１が判断した場合には、ステ
ップＳ６に移行する。未配置オブジェクトが残っていないと制御部１１が判断した場合に
は、ステップＳ２９に移行する。ステップＳ２９に移行すると、制御部１１は、出力デー
タに基づく印刷を印刷部１４に行わせる。
【００７３】
　たとえば、図１３に示すような２ページ分の原稿データが生成されたとする。図１３で
は、原稿データ内の原稿着目領域となり得る各領域の範囲を破線で示し、当該各領域を符
号Ｌ１～Ｌ１３で示す。ここでは、読取原稿Ｄがリーガルサイズであり、ジョブ用紙Ｐが
Ａ４サイズであるとする。図１３に示す原稿データに基づき生成される出力データを図１
４に示す。図１３および図１４では、ヘッダーおよびフッターなどの予め定められた余白
領域を２点鎖線で示す。２点鎖線で囲まれた領域内が印刷領域となる。
【００７４】
　図１３に示す例において、領域Ｌ１が原稿着目領域に設定されたとする。領域Ｌ１には
オブジェクトが存在しない。したがって、領域Ｌ１が原稿着目領域に設定された場合、ス
テップＳ７の処理において、原稿着目領域が空白領域であると判断される。その結果、図
１４に示すように、出力データのうち１ページ目の１行目（符号Ｌ１´を付す）が空白領
域となる。
【００７５】
　図１３に示す例において、領域Ｌ２が原稿着目領域に設定されたとする。領域Ｌ２には
オブジェクトとしての単語の画像が存在する。したがって、領域Ｌ２が原稿着目領域に設
定された場合、ステップＳ７からステップＳ１２に移行し、ステップＳ１２の処理におい
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て、原稿着目領域がテキスト領域であると判断される。その結果、出力データのうち１ペ
ージ目の２行目（符号Ｌ２´を付す）に「Ｄｏｃｕｍｅｎｔ」という単語が配置される。
出力データのうち１ページ目の３行目（符号Ｌ３´を付す）には、図１３に示す例では領
域Ｌ３が空白領域であるため、空白領域が挿入される。
【００７６】
　図１３に示す例において、領域Ｌ４が原稿着目領域に設定されたとする。領域Ｌ４には
オブジェクトとしての単語の画像が存在する。したがって、領域Ｌ４が原稿着目領域に設
定された場合、ステップＳ７からステップＳ１２に移行し、ステップＳ１２の処理におい
て、原稿着目領域がテキスト領域であると判断される。そして、ステップＳ１４の処理が
行われる。
【００７７】
　図１３に示す例では、ジョブ用紙Ｐは読取原稿Ｄよりもサイズが小さい。このため、ス
テップＳ１４の処理において、原稿着目領域から抽出した全ての単語を対象領域に配置で
着ないと判断される。すなわち、ステップＳ１４からステップＳ１６に移行する。
【００７８】
　この場合、出力データの対象ページには、図１５に示すように、まず、領域Ｌ４の複数
の単語が２行に分かれて配置される。この時点では、出力データのうち単語「Ｃｏｎｔａ
ｉｎｓ」を含む行（符号Ｌ５´を付す）に対応する領域が対象領域となっている。
【００７９】
　次に、領域Ｌ５が原稿着目領域に設定されると、出力データの行Ｌ５´に対応する領域
を対象にステップＳ１４の処理が行われる。その結果、ステップＳ１４からステップＳ１
６に移行する。
【００８０】
　ここで、図１５に示すように、単語「ｃｏｎｔａｉｎｓ」の行方向の後には、領域Ｌ５
に存在する単語のうち、「ｔｅｘｔ」、「ｄａｔａ」および「ｉｍａｇｅ」の３つを配置
できるスペースが有る。このため、図１６に示すように、出力データの行Ｌ５´には、単
語「ｔｅｘｔ」、「ｄａｔａ」および「ｉｍａｇｅ」が配置される。
【００８１】
　なお、領域Ｌ５に存在する単語のうち、「ｄａｔａ」および「ｔａｂｓ」の２つは出力
データのさらに次の行（符号Ｌ６´を付す）に配置される。以降、原稿データの領域Ｌ６
が原稿着目領域に設定された場合にも、同様の処理が行われる。
【００８２】
　このように、制御部１１は、或る単語（第１単語）および第１単語よりも原稿画像デー
タ内での並び順が１つ後の単語（第２単語）を出力データのページに配置する場合におい
て、第１単語の行方向の後に第２単語の配置スペースが無いとき、第１単語を含む行の次
行の先頭に第２単語を配置する。たとえば、行Ｌ４´の単語「ｄｏｃｕｍｅｎｔ」が第１
単語に相当し、行Ｌ５´の単語「「ｃｏｎｔａｉｎｓ」が第２単語に相当する。
【００８３】
　なお、制御部１１は、原稿着目領域がテキスト領域であり、かつ、原稿着目領域の行方
向の先頭領域がタブ領域であるとき、その時点での対象領域に単語が配置されていれば、
対象領域を新たに設定し、新たな対象領域に原稿着目領域の単語を配置する。また、制御
部１１は、原稿着目領域がテキスト領域であり、かつ、原稿着目領域の行方向の先頭領域
がタブ領域であるとき、対象領域の先頭領域をタブ領域とする。
【００８４】
　また、図１３に示す例において、領域Ｌ１１が原稿着目領域に設定されたとする。領域
Ｌ１１にはオブジェクトとしての図の画像が存在する。したがって、領域Ｌ１１が原稿着
目領域に設定された場合、ステップＳ７からステップＳ１２に移行し、ステップＳ１２の
処理において、原稿着目領域がイメージ領域であると判断される。
【００８５】
　ここで、図１４に示すように、出力ページの１ページ目には、領域Ｌ１１の図を配置す
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るスペースが残っていない。このため、ステップＳ２２の処理において「Ｎｏ」と判断さ
れ、ステップＳ２４に移行する。すなわち、出力ページに２ページ目が追加され、領域Ｌ
１１の図が出力ページの２ページ目に配置される。また、領域Ｌ１２およびＬ１３にそれ
ぞれ存在する複数の単語も出力ページの２ページ目に配置される。
【００８６】
　すなわち、制御部１１は、原稿データの同一ページに存在する複数のオブジェクトのう
ち出力データの同一ページに配置できない範囲外オブジェクトが存在する場合、出力デー
タに新たなページを追加し、出力データに追加した新たなページに範囲外オブジェクトを
配置する。図１３に示す例では、領域Ｌ１１～Ｌ１３までの各オブジェクトが範囲外オブ
ジェクトに相当する。
【００８７】
　また、制御部１１は、原稿データの第１ページに存在するオブジェクトを配置した出力
データのページに他のオブジェクトを配置するスペースが残っている場合、原稿データの
第１ページの次ページである第２ページに存在するオブジェクトを当該スペースに配置す
る。
【００８８】
　図１３に示す例では、原稿データの１ページ目が第１ページに相当し、原稿データの２
ページ目が第２ページに相当する。ここで、原稿データの１ページ目は、出力データでは
２ページに分かれる。出力データの２ページ目には、原稿データの第１ページに存在する
オブジェクトである領域Ｌ１１～Ｌ１３までの各オブジェクトが配置される。そして、領
域Ｌ１１～Ｌ１３までの各オブジェクトが出力データの２ページ目に配置されても、他の
オブジェクトの配置は可能である。このため、出力データの２ページ目にはさらに、原稿
データの第２ページに存在するオブジェクトが配置される。
【００８９】
２．第２モード
　次に、図１７および図１８に示すフローチャートを参照し、コピージョブのモードが第
２モードである場合に制御部１１が行う処理について説明する。図１７および図１８に示
すフローのスタート時点では、コピージョブのモードが第２モードに設定されているとす
る。そして、図１７および図１８に示すフローは、複合機１に原稿Ｄがセットされた状態
で操作パネル１５のスタートボタンが操作されるとスタートする。
【００９０】
　制御部１１は、まず、ステップＳ３１～Ｓ３６の各処理を行う。図１７のステップＳ３
１～Ｓ３６の各処理は、図１０のステップＳ１～Ｓ６の各処理と同じである。このため、
図１７のステップＳ３１～Ｓ３５の各処理の説明については、図１０のステップＳ１～Ｓ
６の各処理の説明を援用するものとして省略する。
【００９１】
　ステップＳ３７において、制御部１１は、行数設定画面５５（図９参照）で指定された
指定行数を認識する。また、ステップＳ３８において、制御部１１は、原稿Ｄの１行目を
開始行に設定する。その後、ステップＳ３９に移行する。
【００９２】
　なお、図１７および図１８のステップＳ３９～Ｓ５９の各処理は、図１０および図１１
のステップＳ７～Ｓ２７の各処理と同じである。このため、図１７および図１８のステッ
プＳ３９～Ｓ５９の各処理の詳細な説明については、図１０および図１１のステップＳ７
～Ｓ２７の各処理の説明を援用するものとして省略する。ステップＳ４２、Ｓ４３、Ｓ４
７、Ｓ５２、Ｓ５８およびＳ５９の各処理後、ステップＳ６０に移行する。
【００９３】
　ステップＳ６０において、制御部１１は、出力データのページに未だ配置していないオ
ブジェクトである未配置オブジェクトが原稿データに残っているか否かを判断する。未配
置オブジェクトが残っていると制御部１１が判断した場合には、ステップＳ６１に移行す
る。
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【００９４】
　ステップＳ６１に移行すると、制御部１１は、ページ切替条件が満たされたか否かを判
断する。制御部１１は、原稿Ｄの開始行に対応する原稿データ内の領域から、原稿Ｄの開
始行から指定行数分だけ進んだ行である終了行に対応する原稿データ内の領域までの各オ
ブジェクを出力データのページに既に配置していれば、ページ切替条件が満たされたと判
断する。
【００９５】
　ステップＳ６１において、ページ切替条件が満たされていないと制御部１１が判断した
場合には、ステップＳ３６に移行する。一方で、ページ切替条件が満たされたと制御部１
１が判断した場合には、ステップＳ６２に移行する。
【００９６】
　ステップＳ６２に移行すると、制御部１１は、原稿Ｄの現在の終了行の次行を新たな開
始行に設定する。また、ステップＳ６３において、制御部１１は、出力データに新たなペ
ージを追加する。そして、制御部１１は、出力データに追加した新たなページの１行目に
対応する領域を新たな対象領域に設定する。そして、ステップＳ３６に移行する。これに
より、以降は、出力ページに追加された新たなページにオブジェクトが配置される。
【００９７】
　ステップＳ６０において、未配置オブジェクトが残っていないと制御部１１が判断した
場合には、ステップＳ６４に移行する。ステップＳ６４に移行すると、制御部１１は、出
力データに基づく印刷を印刷部１４に行わせる。
【００９８】
　たとえば、図１９に示すような２ページ分の原稿データが生成されたとする。図１９に
示す原稿データは、図１３に示す原稿データと同じである。図１９では、図１３と同様、
原稿データ内の原稿着目領域となり得る各領域の範囲を破線で示し、当該各領域を符号Ｌ
１～Ｌ１３で示す。ここでは、読取原稿Ｄがリーガルサイズであり、ジョブ用紙ＰがＡ４
サイズであるとする。また、指定行数が「７」であるとする。図１９に示す原稿データに
基づき生成される出力データを図２０に示す。図１９および図２０では、ヘッダーおよび
フッターなどの予め定められた余白領域を２点鎖線で示す。２点鎖線で囲まれた領域内が
印刷領域となる。
【００９９】
　図１９に示す例では、まず。読取原稿Ｄの１行目が開始行に設定される。そして、指定
行数が「７」であるので、読取原稿Ｄの７行目が終了行となる。これにより、図２０に示
すように、原稿データの領域Ｌ１～Ｌ７までの各オブジェクトが出力データの１ページ目
に配置される。
【０１００】
　原稿データの領域Ｌ１～Ｌ７までの各オブジェクトが出力データの１ページ目に配置さ
れることにより、ページ切替条件が満たされる。したがって、出力データに２ページ目が
追加される。また、読取原稿Ｄの８行目が開始行に設定される。すなわち、読取原稿Ｄの
１４行目が終了行となる。これにより、原稿データの領域Ｌ８～Ｌ１４までの各オブジェ
クトが出力データの２ページ目に配置される。
【０１０１】
　原稿データの領域Ｌ８～Ｌ１４までの各オブジェクトが出力データの２ページ目に配置
されることにより、再度、ページ切替条件が満たされる。したがって、出力データに３ペ
ージ目が追加される。また、読取原稿Ｄの１５行目が開始行に設定される。ここで、原稿
データのうち領域Ｌ２０よりも後にはオブジェクトが存在しない。この場合には、指定行
数は「７」であるが、読取原稿Ｄの２０行目が終了行となる。これにより、原稿データの
領域Ｌ１５～Ｌ２０までの各オブジェクトが出力データの３ページ目に配置される。
【０１０２】
　なお、操作パネル１５は、コピージョブの実行中、図２１に示すようなジョブ画面５６
を表示する。ジョブ画面５６には、原稿Ｄの読取枚数が表示される読取枚数欄Ｃ６１が設
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けられる。また、ジョブ画面５６には、用紙Ｐの出力枚数（印刷枚数）が表示される出力
枚数欄Ｃ６２が設けられる。図１３および図１４に示した例では、読取枚数欄Ｃ６１に「
２」と表示され、出力枚数欄Ｃ６２に「３」と表示される。図１９および図２０に示した
例についても、読取枚数欄Ｃ６１に「２」と表示され、出力枚数欄Ｃ６２に「３」と表示
される。
【０１０３】
　本実施形態では、上記のように、読取部１３による原稿Ｄの読み取りで得られた原稿デ
ータを拡大および縮小せずに、読取原稿Ｄとはサイズが異なる用紙Ｐに対する印刷を印刷
部１４に行わせるとき、制御部１１は、原稿データに存在する複数のオブジェクトを認識
し、複数のオブジェクトの原稿データ内での並び順を認識する。また、制御部１１は、原
稿データから複数のオブジェクトを個別に抽出する。このように、原稿データから複数の
オブジェクトを個別に抽出することにより、複数のオブジェクトのいずれかが出力データ
のページ範囲から外れる場合であっても、ページ範囲から外れるオブジェクトをページ範
囲内に配置することができる。すなわち、読取原稿Ｄに記載のオブジェクトの拡大および
縮小を行わない場合において、印刷に用いる用紙Ｐのサイズが読取原稿Ｄのサイズと異な
っていても、読取原稿Ｄに記載のオブジェクトの全てを読取原稿Ｄに記載されたサイズの
まま用紙Ｐに印刷することができる。
【０１０４】
　また、制御部１１は、出力データとして、複数のオブジェクトの全てを拡大および縮小
することなく１または複数のページに原稿データ内での並び順の順番に基づき配置したデ
ータを生成する。すなわち、たとえば、読取原稿Ｄに文章（複数の単語）記載されている
場合、複数の単語の並び順の順番は変更されない。これにより、複数のオブジェクトの全
てを出力データのページ範囲内に配置するため処理（ページ範囲から外れるオブジェクト
がページ範囲内に配置されるよう当該オブジェクトを移動させる処理）が行われても、印
刷物に印刷された内容が不自然になることはない。
【０１０５】
　また、本実施形態では、上記のように、制御部１１は、原稿データに図の画像が存在す
る場合、図の画像をオブジェクトとして認識する。すなわち、制御部１１は、図形および
写真などについても読取原稿Ｄに記載された順番で配置する。また、制御部１１は、読取
原稿Ｄの空白行に対応する空白領域が原稿データに存在する場合、出力データのページの
うち原稿データの空白領域に対応する位置に空白領域を挿入する。これにより、複数のオ
ブジェクトの全てを出力データのページ範囲内に配置するため処理（ページ範囲から外れ
るオブジェクトがページ範囲内に配置されるよう当該オブジェクトを移動させる処理）が
行われても、読取原稿Ｄとレイアウトが略同じ印刷物が出力される。
【０１０６】
　また、本実施形態では、上記のように、原稿データの同一ページに存在する複数のオブ
ジェクトのうち出力データの同一ページに配置できない範囲外オブジェクトが存在する場
合、制御部１１は、出力データに新たなページを追加し、出力データに新たに追加したペ
ージに範囲外オブジェクトを配置する。これにより、範囲外オブジェクトが印刷されない
という不都合が生じるのを抑制することができる。
【０１０７】
　また、本実施形態では、上記のように、原稿データの第１ページに存在するオブジェク
トを配置した出力データのページに他のオブジェクトを配置するスペースが残っている場
合、制御部１１は、原稿データの第１ページの次ページである第２ページに存在するオブ
ジェクトを当該スペースに配置する。これにより、ページの下部の余白を詰めることがで
きる。すなわち、印刷物に大きな空白領域（無駄な領域）が出現するのを抑制することが
できる。
【０１０８】
　また、本実施形態では、上記のように、コピージョブを第２モードで実行するとき、制
御部１１は、指定された指定行数を認識し、読取原稿Ｄの１行目を開始行に設定し、読取
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原稿Ｄの開始行に対応する原稿データ内の領域から、読取原稿Ｄの開始行から指定行数分
だけ進んだ行である終了行に対応する原稿データ内の領域までのオブジェクを出力データ
のページに配置した後、出力データのページに未だ配置していないオブジェクトである未
配置オブジェクトが原稿データに残っていれば、読取原稿Ｄの現在の終了行の次行を新た
な開始行に設定する。そして、制御部１１は、出力データに新たなページを追加し、読取
原稿Ｄの新たな開始行に対応する原稿データ内の領域から、読取原稿Ｄの新たな開始行か
ら指定行数分だけ進んだ行である新たな終了行に対応する原稿データ内の領域までのオブ
ジェクトを出力データに新たに追加したページに配置する。これにより、原稿Ｄの同一ペ
ージに記載された複数のオブジェクトを意図的に複数ページ分けて印刷する、といったこ
とを行える。また、操作パネル１５で行数を指定することにより、１ページに印刷される
量を任意に変更することができる。これにより、ユーザーの利便性が向上する。
【０１０９】
　今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上記実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によっ
て示され、さらに、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれ
る。
【符号の説明】
【０１１０】
　１　複合機（画像形成装置）
　１１　制御部
　１３　読取部
　１４　印刷部
　１５　操作パネル
　Ｄ　原稿
　Ｐ　用紙
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